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愛
媛
県
が
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
り
、松
前
町
も
県
内
有
数
の
産
地
で
あ
る「
は
だ
か
麦
」。

　
11
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
、
東
京
都
の
人
気
飲
食
店
で
「
芽
吹
き
と
実
り
の
は
だ

か
麦
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
は
だ
か
麦
を
使
っ
た
お
い
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
白
米
の
10
倍
以
上
の
食
物
繊
維
が
含
ま
れ
、
健
康
に
も
良
い
は

だ
か
麦
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

はだか麦粉入り

鶏つくねバーグ

タイのはったい粉

のカルパッチョモッツァレラの麦味噌漬け

はだか麦味噌

の香煎アイス

飛龍頭



　令和₄年12月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 165 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
12
月
27
日
午
後
4

時
30
分
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
2
階
会
議

室
で「
第
3
回
全
員
連
絡
会
」を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
3
回
全
員
連
絡
会
】

₁　

開　

会

₂　

会
長
あ
い
さ
つ

₃　

議
長
選
出

₄　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₅　

協
議
事
項

　

⑴　

船
員
に
対
す
る
住
民
税
の
減
免
措

置
に
つ
い
て

　
　
　

全
日
本
海
員
組
合
の
清
水
愛
媛
支

部
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
質
疑
、
異

議
い
ず
れ
も
な
く
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

松
山
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に

つ
い
て
（
生
徒
募
集
）

　
　
　

松
山
大
学
法
学
部
の
妹
尾
教
授
及

び
明
照
法
学
研
究
科
長
か
ら
説
明
が

あ
り
、
質
疑
、
異
議
い
ず
れ
も
な
く
、

一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

に
つ
い
て

　
　

①　

定
年
の
引
上
げ
に
つ
い
て

　
　

②　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
つ

い
て

　
　
　

森
市
町
振
興
課
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、質
疑
、異
議
い
ず
れ
も
な
く
、一

同
了
承
し
た
。

　

⑷　

国
立
大
学
法
人
愛
媛
大
学
医
学
部

創
立
50
周
年
記
念
事
業
寄
附
に
つ
い

て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

協
議
の
上
、
他
団
体
の
状
況
を
確
認

し
、
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

6　

報　

告

　
　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
（
自

治
労
連
）
愛
媛
県
本
部
お
よ
び
全
日
本

自
治
団
体
労
働
組
合
（
自
治
労
）
愛
媛

県
本
部
か
ら
の
要
請
書
に
つ
い
て

　

本
会
事
務
局
長
が
報
告
し
、
一
同
了
承

し
た
。

7　

そ
の
他

　

⑴　

本
会
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

 

第
３
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

　
　
愛
媛
県
町
村
会

　

四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会
議
が
、

12
月
13
日
、「
高
知
県
自
治
会
館
」
で
開
催

さ
れ
、
各
県
事
務
局
長
や
担
当
者
が
出
席
。

各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

〈
各
県
提
出
議
題
〉

1　

令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て
（
徳

島
県
）

2　

令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て
（
香
川
県
）

　

開
催
日　

令
和
5
年
9
月
28
日（
木
）

　

会　

場　

道
の
駅
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公

園
（
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
）

　

参
加
者　

四
国
四
県
町
村
長
、
四
国
四

県
町
村
議
会
議
長

3　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録
申
請
状
況

に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

4　

全
国
町
村
会
役
員
及
び
政
務
調
査
会

所
属
委
員
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

5　

町
村
議
会
の
制
度
・
運
営
検
討
委
員

四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会
議

  
      

12
月
13
日 

高
知
県
で
開
催

会
等
の
組
織
改
編
に
つ
い
て（
高
知
県
）

6　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
次
期

役
員
候
補
者
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

　

な
お
、
次
回
は
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

令
和
5
年
2
月
10
日（
金
）愛
媛
県
自

治
会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
で

一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

第
76
回
定
期
総
会
の
開
催
に
つ
い

て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

令
和
5
年
3
月
18
日（
土
）Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
お
い

て
開
催
す
る
こ
と
で
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

令
和
5
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
し
、
令

和
5
年
9
月
28
日（
木
）香
川
県
小
豆

郡
土
庄
町
及
び
小
豆
島
町
内
に
お
い

て
開
催
す
る
こ
と
で
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

そ
の
他

　
　
　

令
和
4
年
度
災
害
共
済
・
保
険
事

業
加
入
推
進
運
動
お
よ
び
全
国
町
村

職
員
生
活
協
同
組
合
共
済
事
業
加
入

推
進
運
動
に
つ
い
て

　
　

本
会
事
務
局
長
が
説
明
し
、
一
同
了

承
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
の
審
議
等
を
終
了

し
、
閉
会
し
た
。

佐川会長
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さとふる
チョイス

ま
さ
き
の 

　
　
　
お
届
け
し
ま
す

松前町ふるさと納税こちらから

恵
み
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「
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
連

絡
会
議
」
が
、（
公
財
）香
川
県
市
町
村
振

興
協
会
の
主
催
に
よ
り
、12
月
8
日
（
木
）

に
高
松
市
（
香
川
県
自
治
会
館
）
で
3
年

ぶ
り
と
な
る
対
面
で
行
わ
れ
、
事
務
局
長

及
び
担
当
職
員
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、（
公
財
）香
川
県
市
町
村

振
興
協
会
の
中
村
常
務
理
事
か
ら
主
催
あ

い
さ
つ
、（
一
財
）全
国
市
町
村
振
興
協
会

の
菅
野
業
務
部
長
・（
公
財
）全
国
市
町
村

研
修
財
団
の
本
庄
事
務
局
長
・
香
川
県
自

治
振
興
課
長
の
松
葉
課
長
が
来
賓
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
慣
例
に
よ
り
主
催
県
の

中
村
常
務
理
事
を
議
長
と
し
、
議
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
次
期

開
催
県
を
徳
島
県
に
決
定
し
た
。

　

な
お
、
事
業
説
明
で
は
、（
一
財
）全
国

市
町
村
振
興
協
会
よ
り
市
町
村
振
興
宝
く

じ
の
販
売
実
績
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

実
績
の
推
移
、
令
和
4
年
度
よ
り
販
売
開

始
さ
れ
た
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
販
売
実
績
の
報

告
等
が
あ
っ
た
後
、
令
和
5
年
度
の
宝
く

じ
販
売
計
画
額
・
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た（
公
財
）全
国
市
町

村
研
修
財
団
か
ら
は
過
去
の
県
別
受
講
者

数
の
累
計
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
研
修
を
見
合
わ
せ
た
講

　
「
中
国
・
四
国
地
区
消
防
補
償
等
事
務
連

絡
会
議
」
が
、
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
主
催
に
よ
り
12
月
15
日（
木
）高
知

市
（
高
知
県
自
治
会
館
）
に
て
行
わ
れ
た
。

　

会
議
で
は
開
催
県
で
あ
る
高
知
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
の
笹
岡
副
管
理
者
、
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
の

寺
田
常
務
理
事
か
ら
あ
い
さ
つ
の
後
、
議

長
に
笹
岡
副
管
理
者
を
選
出
し
議
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
次
期

開
催
県
を
山
口
県
に
決
定
し
た
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

3　

議
長
選
出

4　

議　

題

　

⑴　

各
組
合
提
出
議
題
に
つ
い
て

　
　

①
退
職
報
償
金
予
算
額
の
算
出
方
法

に
つ
い
て�

	

（
鳥
取
県
）

　
　

②
団
員
報
酬
の
送
金
に
退
職
報
償
金

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て　

�

（
岡
山
県
）

　
　

③
基
金
の
掛
金
に
つ
い
て

�

　
（
岡
山
県
）

　
　

④
障
害
の
検
査
を
推
奨
す
る
基
準
に

つ
い
て　

�

（
広
島
県
）

　
　

⑤
基
金
Ｈ
Ｐ
の
掲
載
を
通
知
す
る

メ
ー
ル
に
つ
い
て�

（
山
口
県
）

　
　

⑥
公
務
外
認
定
の
事
例
と
そ
の
詳
細

に
つ
い
て�

（
山
口
県
）

　
　

⑦
求
償
権
を
放
棄
で
き
る
要
件
に
つ

四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
連
絡
会
議

　
　 

12
月
８
日 

香
川
県
で
開
催

中
国
・
四
国
地
区
消
防
補
償
等
事
務
連
絡
会
議

　
　 

12
月
15
日 

高
知
県
で
開
催

座
数
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
代
替
措
置
を

行
っ
た
講
座
な
ど
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
後
、
令
和
5
年
度
の
研
修

計
画
の
基
本
方
針
・
研
修
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

3　

議
長
選
出

4　

事
業
説
明

　

•
（
一
財
）
全
国
市
町
村
振
興
協
会

　

•
（
公
財
）
全
国
市
町
村
研
修
財
団

5　

議　

事

　

⑴　

各
協
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

⑵　

次
期
開
催
地
及
び
開
催
時
期
に
つ

い
て

　
　

①
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
の
交
付
金
の
市
町

村
分
配
に
つ
い
て�
（
徳
島
県
）

　
　

②
債
権
運
用
に
つ
い
て�

（
徳
島
県
）

　
　

③
今
後
の
協
会
運
営
に
お
け
る
収
支

見
通
し
に
つ
い
て�

（
高
知
県
）

　
　

④
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
Ｐ
Ｒ
補
助
金
の

拡
大
に
つ
い
て�

（
香
川
県
）

　

⑶　

そ
の
他

6　

閉　

会

い
て�

　
（
徳
島
県
）

　
　

⑧
震
災
発
生
後
に
お
け
る
基
金
の
初

期
対
応
に
つ
い
て�

　
（
香
川
県
）

　
　

⑨
震
災
に
お
け
る
各
組
合
の
初
期
対

応
検
討
状
況
に
つ
い
て（
香
川
県
）

　
　

⑩
退
職
報
償
金
を
辞
退
す
る
団
員
へ

の
対
応
に
つ
い
て�

（
愛
媛
県
）

　
　

⑪
退
職
報
償
金
を
辞
退
し
た
団
員
の

遺
族
へ
の
支
払
に
つ
い
て

�

（
愛
媛
県
）

　
　

⑫
市
町
村
か
ら
の
退
職
報
償
金
請
求

デ
ー
タ
の
受
け
取
り
方
法
に
つ
い

て�

　
（
高
知
県
）

　

⑵　

次
期
開
催
地
及
び
開
催
時
期
に
つ

い
て

5　

閉　

会
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ゆ
め
し
ま
海
道
の
「
と
っ
て
お
き
」
を

満
喫
す
る
グ
ル
メ
＆
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ラ
イ

ド
！
鯛
め
し
、
摘
み
菜
ク
ッ
キ
ー
、
か
み

り
ん
焼
、
岩
城
ラ
ー
メ
ン
…
。
ゆ
め
し
ま

海
道
に
あ
る
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
歩

き
！
（
食
べ
漕
ぎ
？
）
弓
削
港
ひ
だ
ま
り

公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
メ
イ
ン
会

場
と
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
よ
る
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
で
島
々
を
め
ぐ
る
、
大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
く
美
味
し
い
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た

り
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
日
時

　

令
和
5
年
3
月
19
日（
日
）

開
催
場
所　

上
島
町

　

弓
削
港
ひ
だ
ま
り
公
園（
メ
イ
ン
会
場
）

ス
タ
イ
ル

大
人
も
子
ど
も
も
ゆ
っ
た
り
ゆ
っ
く
り

上
島
町
の
島
々
と
グ
ル
メ
を
楽
し
む
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

募
集
定
員　

1
2
0
名

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
の
健
康
な
男
女

参
加
料

　

各
コ
ー
ス

　

中
学
生
以
上　

7
0
0
0
円
／
名

　

小
学
生
以
下　

4
0
0
0
円
／
名

コ
ー
ス

　

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

参
加
申
込
・
詳
細

　

※
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
に
て
、�令
和
5

　
　

年
1
月
4
日
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
開
始

お
問
い
合
わ
せ

　
　

上
島
町
観
光
協
会

　
　
　

☎
0
8
9
7―

７
２―

9
2
7
7

　

ゆ
め
し
ま
海
道
は
、
愛
媛
県
の
上
島
町

4
島
を
3
つ
の
斜
張
橋（
ゆ
め
し
ま
3
橋
）

で
結
ぶ
延
長
約
10
キ
ロ
の
ル
ー
ト
で
す
。

信
号
や
ト
ン
ネ
ル
が
な
く
交
通
量
も
少
な

い
た
め
、
初
心
者
や
ち
び
っ
子
連
れ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
安
心
し
て
走
れ
る
と
評

判
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
で
す
。
橋
を

渡
る
の
は
ま
る
で
空
中
散
歩
の
よ
う
。
心

地
よ
い
風
を
体
に
受
け
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
海
が
視
界
を
流
れ
て
い
き
ま
す
。
ル
ー

ト
上
に
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
ト
イ
レ

が
点
在
し
て
お
り
女
性
や
子
ど
も
に
も
安

心
で
す
。
ア
ク
セ
ス
は
広
島
県
し
ま
な
み

海
道
の
因
島
や
生
口
島
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
。

　
「
ガ
チ
ャ
リ
」
は
、
自
転
車
と
ガ
チ
ャ

ガ
チ
ャ
を
組
み
合
わ
せ
た
遊
べ
る
ア
ー

ト
。
ゆ
め
し
ま
海
道
の
美
し
い
自
然
や
豊

か
な
日
常
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
図
形
を
組

み
合
わ
せ
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
や
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
か
ら
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
メ
イ
ン
会
場
の

弓
削
港
ひ
だ
ま
り
公
園
に
て
、
ゴ
ー
ル
さ

れ
た
後
の
皆
さ
ま
に
お
楽
し
み
抽
選
会
で

遊
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ゆめしまサイクル2023 in かみじま
グルメ& クルージングライド

上島町



　（7）　令和₄年12月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 165 号　

12
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
令
和
4
年
度
第
1
回
愛
媛
県
外

国
人
材
雇
用
・
共
生
推
進
連
絡
協
議
会

▽
4
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
令

和
4
年
度
職
員
採
用
試
験
第
2
次
選
考

試
験
、
愛
媛
県
町
村
会
令
和
4
年
度
第

1
回
正
副
会
長
会

▽
5
日
＝
え
ひ
め
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
作
成
・
運
用
保
守
業
務
企
画

提
案
審
査
会

▽
8
日
＝
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
連
絡
会
議

▽
13
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
▽
15
日
＝
中
国
・
四
国
地
区
消
防
補
償
等

及
び
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
事

務
連
絡
会
議
、
愛
媛
県
農
業
会
議
12
月

定
例
常
設
審
議
委
員
会

▽
16
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
第
10
回
幼
児
教
育
と
小
学
校

教
育
の
架
け
橋
特
別
委
員
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
）

▽
19
日
＝
え
ひ
め
就
職
氷
河
期
世
代
活
躍

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議

▽
22
日
＝
令
和
4
年
度
第
2
回
愛
媛
県
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
調
査
検

討
委
員
会

▽
27
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
3
回
全
員
連

絡
会

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

令
和
4
年
度
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
が
行
わ
れ
、
町
村
議
会
議
員
と
し

て
19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
議
員
5
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

松　

前　

町　

議　

員　

岡
井
馨
一
郎

　

伊　

方　

町　

議　

員　

吉
川　

保
吉

　
　
　

〃　
　
　

議　

員　

清
家
慎
太
郎

　

鬼　

北　

町　

議　

員　

松
浦　
　

司

　

愛　

南　

町　

議　

員　

中
野　

光
博

　　
　

尽
き
ぬ
人
の
争
い

　

12
月
中
・
下
旬
に
か
け
て
一
気
の
降
雪

は
、
列
島
の
雪
国
地
域
も
驚
く
ほ
ど
。
交
通

マ
ヒ
、停
電
な
ど
便
利
慣
れ
し
た
日
常
生
活

に
厳
し
い
積
雪
と
な
っ
た
。だ
が
薄
く
雪
化

粧
し
た
下
か
ら
覗
く
、深
緑
の
葉
と
紅
い
花

び
ら
の
山
茶
花
は
、日
本
の
冬
の
庭
園
で
し

か
見
ら
れ
な
い
美
し
い
画
で
あ
る
。

　

さ
て
、
既
に
3
年
経
つ
コ
ロ
ナ
禍
と
2

月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
事
侵
攻
、
と
も
に
終
わ
り
が
見
え
ず

2
0
2
2
年
が
終
わ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
は
、

1
錠
の
治
療
薬
で
確
実
に
治
る
ま
で
に
は

い
か
な
い
が
、
何
と
な
く
人
類
の
勝
ち
が

見
え
て
来
た
よ
う
な
。一
方
、人
の
生
命
を

奪
う
悲
惨
な
戦
争
は
、
一
度
始
め
る
と
泥

沼
試
合
で
あ
る
。
戦
い
の
理
由
に
は
、
覇

権
主
義
、
独
裁
主
義
な
ど
い
ろ
い
ろ
総
称

は
あ
ろ
う
が
、
結
局
リ
ー
ダ
ー
の
価
値
観

な
り
、
単
純
に
感
覚
の
異
な
り
・
違
い
か

ら
「
人
と
人
の
争
い
」
と
な
り
、
幼
児
の

物
品
争
奪
と
さ
し
て
変
わ
り
が
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
だ
が
強
力
な
軍
団
を
後
ろ

盾
と
す
る
大
人
は
厄
介
で
あ
る
。
古
今
東

西
、
リ
ー
ダ
ー
の
確
執
か
ら
生
じ
た
争
い

は
、
命
と
物
の
消
費
に
終
始
、
特
に
収
ま

り
が
つ
か
な
い
事
と
な
る
。『
事
起
こ
し
人

は
、
早
く
幕
を
下
ろ
せ
！
』
と
市
井
人
は

叫
び
た
く
な
る
…
。
他
国
民
を
恐
怖
に
陥

れ
、
そ
の
悲
惨
な
姿
に
快
感
を
覚
え
る
？

よ
う
で
は
、ナ
ル
シ
ス
ト
・
変
人
か
？
と
勘

違
い
さ
せ
ら
れ
る
。
普
通
人
で
は
な
か
ろ

う
。
世
界
経
済
へ
の
影
響
も
半
端
で
は
な

い
。
兎
に
も
角
に
も
軍
事
侵
攻
で
あ
ろ
う

と
早
々
に
現
戦
争
に
終
止
符
を
打
っ
て
ほ

し
い
。
勝
敗
は
別
に
し
て
、
争
い
は
『
憎

し
み
』
な
ど
次
世
代
に
「
あ
ら
ゆ
る
負
の

遺
産
」
を
残
す
だ
け
で
利
点
は
何
も
無
い
。

　

今
年
は
、
野
球
に
疎
い
人
を
含
め
大

リ
ー
グ
の
大
谷
選
手
の
二
刀
流
に
気
分
を

高
め
、
後
半
は
ワ
ー
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
に
沸

い
た
。ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
戦
い
に
選
手
・
応

援
す
る
者
と
と
も
に
勝
負
に
歓
喜
す
る
姿

に
裏
が
な
い
。
日
本
古
来
の
戦
う
武
道
は

「
道
」
が
あ
る
。
今
年
流
行
の
俳
句
や
川
柳

も
己
の
心
を
柔
ら
か
く
す
る
。
今
、
争
い

を
求
め
、
軍
事
の
み
に
視
野
が
向
い
た
ま

ま
の
各
国
リ
ー
ダ
ー
達
に
、
来
年
は
日
本

的
な
風
土
へ
「
立
ち
止
ま
る
意
識
と
ゆ
と

り
」
を
求
め
た
い
…
。

　

し
か
し
、
人
々
が
ロ
マ
ン
・
夢
を
描
い

て
き
た
宇
宙
に
ま
で
、
今
は
軍
用
の
触
手

が
伸
び
つ
つ
あ
る
。
安
土
桃
山
時
代
の
大

泥
棒
『
浜
の
真
砂
は
尽
き
る
と
も
、
世
に

盗
人
は
尽
き
ぬ
ー
』
で
は
な
い
が
、
大
小

あ
る
も
の
の
「
人
の
世
の
争
い
」
は
尽
き

ぬ
か
！
。

　

さ
て
さ
て
、
独
断
で
「
法
」
を
守
ら
な

い
リ
ー
ダ
ー（
国
）が
出
現
す
る
と
、
平
和

を
宗
と
し
、
争
い
事
を
心
底
嫌
う
我
が
国

も
、
不
本
意
な
が
ら
飛
ん
で
き
た
火
の
粉

に
対
処
し
た
備
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
風
潮
と
な
っ
た
こ
の
1
年
で
あ
っ
た
。

�

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
事
実
、
こ
の
世
に
は
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
、
様
々
な
異
常
な
出
来
事
に
運
命
づ

け
ら
れ
て
い
る
人
達
が
い
る
も
の
だ
。」

�

（
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ　

ロ
シ
ア
の
詩
人
）

一

筆
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ふるさと納税のご案内

〒 791-2195
愛媛県伊予郡砥部町宮内 1392 番地
砥部町 企画政策課 地域振興係
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お問い合わせ
ふるさと
チョイス 楽天

砥部町
いいものいろいろ


